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シーニックバイウェイ北海道の概要について 
 
１．シーニックバイウェイ北海道の目的 
 シーニックバイウェイ北海道とは、北海道固有の景観、自然、歴史、文化、レクリ

エーション資源等地域資源を最大限活用し、競争力のある美しく個性的な北海道を実

現することを目的として、地域発案の下、地域住民等と行政が連携し、地域資源の保

全、改善等による美しい景観づくり、活力ある地域づくり及び魅力ある観光空間づく

りを推進するものです。 
 

地域資源の保全・改善による「美しい景観づくり」「活力ある地域づくり」
「魅力ある観光空間づくり」を行う

競争力のある美しく個性的な北海道を実現

連携

行　政

安全・安心な交通の確保

美しい沿道景観・国土づくりの創出

普及啓発によるブランド化の確立

舞台装置づくり

地　域（住民,NPO,企業等)
地域活性化への取り組み（提案・実施）

地域固有資源の再発見・保全・活用

地域情報の発信

地域への愛着、誇りの醸成
訪れる人へのホスピタリティの向上

 
 
２．シーニックバイウェイ北海道の効果 
 シーニックバイウェイ北海道の推進によって、競争力のある美しく個性的な北海道

の実現を目指すことによって、 
・地域への愛着・誇りの醸成 
・旅の快適性の向上、ストレスの少ないツーリング環境の形成 
・地域ブランドの形成 
・交流人口の拡大 
・地域産業の振興 
・地域における雇用の拡大 
などの効果が期待されます。 

 



３．シーニックバイウェイ北海道の枠組み 
 シーニックバイウェイ北海道では、地域におけるルート運営代表者会議が提案者と

なって、シーニックバイウェイ北海道推進協議会（以下、推進協議会）に、シーニッ

クバイウェイルートを提案します。推進協議会は、審査委員会からの推薦を受けてシ

ーニックバイウェイルートを指定します。これにより、地域と行政が連携し、シーニ

ックバイウェイルートにおいて景観その他の地域資源を保全・改善等に資する活動を

円滑に実施することができます。 
 

ルート運営代表者会議 ルート運営行政連絡会議

地域と行政の連携によるルート運営

地域発案による
ルート運営活動計画

ルート指定
ルート指定の提案

シーニックバイウェイ

北海道推進協議会

ルート審査委員会

ルートの推薦

ルート指定について

意見を求める 全道的な組織に
よる支援

活動団体 活動団体 活動団体

参 加

●活動団体の代表者により構成

●ルート運営活動計画を作成 連携

景観

地域 観光

●地域の公的機関・団体の連携組織

●ルート指定を受けた地域において設置

●全道レベルの公的機関・団体の連携組織

●ルートの指定、改善、支援

●持続的推進のための調査・研究等、並びに効果的推進

●学識経験者等で構成

●ルート運営活動計画の審査

●活動報告・制度運用に対する意見・提言

関係市町村

市町村長の意見を添える
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活動団体
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４．シーニックバイウェイ北海道推進協議会の構成機関 
北海道商工会議所連合会（会長）、北海道経済連合会、北海道商工会連合会、北海道

観光連盟、日本観光協会北海道支部、日本旅行業協会北海道支部、北海道農業協同組

合中央会、北海道林業協会、日本自動車連盟北海道本部、北海道市長会、北海道町村

会、北海道、林野庁北海道森林管理局、経済産業省北海道経済産業局、環境省東北海

道地区自然保護事務所、環境省西北海道地区自然保護事務所、国土交通省北海道運輸

局、国土交通省北海道開発局（事務局） 
 
 


